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仮設住宅の視察（３月）
珠洲市、輪島市、志賀町、七尾市、内灘町の仮設住宅を視察



被災地の現在
・仮設住宅の建設が進んでいる
・倒壊家屋の荷物撤去が進まない
・ボランティアが足りていない
・倒壊家屋の撤去が進まない
・仮設住宅への居住が長期化？

グランドや公園等に応急仮設住宅の建設が
進んでいるが、まだ入れない人もいる

全国からボランティアが集まるが、期間限定的？
関心も薄れつつある？夏季休暇期間のボランティアは？

多大学の学生で構成されるボランティアチーム

ゴールデンウイーク中に輪島市門前町で活動するボランティアの方々、でも人手は足りない・・・


